
(57)【要約】

【課題】本発明の目的は、防振性の向上を実現できるチ

ェーンソーを提供すること。

【解決手段】本体３の上方に設けられたトップハンドル

４１には、ソーチェーン２１潤滑用のオイルが貯蔵され

るオイルタンク４３１と、エンジン５の燃料が貯蔵され

る燃料タンク４４３とが一体に設けられている。そして

、本体３とトップハンドル４１とは連結ばねで連結され

て、本体３からトップハンドル４１への振動の伝達が抑

えられている。つまり、重量のあるオイルタンク４３１

、および燃料タンク４４３をトップハンドル４１に一体

に設け、振動部の発生源である本体３側の重量を軽くす

ることにより、トップハンドル４１に伝達される振動を

減らしたので、チェーンソー１の防振性を向上させるこ

とができる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ソ ー チ ェ ー ン 駆 動 用 の エ ン ジ ン が 横 置 き に 収 納 さ れ た 本 体 と 、
　 前 記 本 体 の 上 方 に 設 け ら れ た ト ッ プ ハ ン ド ル と を 備 え 、
　 前 記 ト ッ プ ハ ン ド ル に は 、 ソ ー チ ェ ー ン 潤 滑 用 の オ イ ル が 貯 蔵 さ れ る オ イ ル タ ン ク と 、
前 記 エ ン ジ ン の 燃 料 が 貯 蔵 さ れ る 燃 料 タ ン ク と が 一 体 に 設 け ら れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る チ ェ ー ン ソ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の チ ェ ー ン ソ ー に お い て 、
　 前 記 ト ッ プ ハ ン ド ル は 、 作 業 者 に 把 持 さ れ る 把 持 部 と 、 把 持 部 の 一 方 か ら 折 曲 し て 下 方
に 延 設 さ れ た 第 １ 延 設 部 と 、 把 持 部 の 他 方 か ら 折 曲 し て 下 方 に 延 設 さ れ た 第 ２ 延 設 部 と を
備 え 、 第 １ 延 設 部 と 第 ２ 延 設 部 と の 間 に は 架 橋 部 が 架 設 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る チ ェ ー ン ソ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 チ ェ ー ン ソ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 木 々 の 伐 採 、 樹 木 の 剪 定 、 お よ び 枝 打 ち な ど の 作 業 時 に 使 用 さ れ る チ ェ ー ン ソ ー
が 知 ら れ て い る 。 チ ェ ー ン ソ ー は 、 平 板 状 の ガ イ ド バ ー と 、 ガ イ ド バ ー を 支 持 す る と と も
に 、 ガ イ ド バ ー の 周 囲 に 巻 き 回 さ れ る ソ ー チ ェ ー ン 駆 動 用 の エ ン ジ ン が 収 納 さ れ た 本 体 と
、 本 体 に 連 結 さ れ て 作 業 者 に 把 持 さ れ る ハ ン ド ル と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 本 体 に は 、
エ ン ジ ン の 他 、 オ イ ル タ ン ク 、 燃 料 タ ン ク 、 お よ び マ フ ラ ー 等 が 収 納 さ れ て い る 。 こ の よ
う な チ ェ ー ン ソ ー の 中 で 、 ハ ン ド ル が 本 体 の 上 方 に 設 け ら れ た ト ッ プ ハ ン ド ル タ イ プ の も
の が あ る 。 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ， ２ ， ３ ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ３ － ５ ８ ２ ８ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 平 ２ － ３ ４ ７ ２ ３ （ 実 願 昭 ６ ３ － １ １ ３ １ ６ ０ ） 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ９ － １ ５ １ ７ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら の チ ェ ー ン ソ ー で は 、 伐 採 等 の 作 業 時 に 生 じ る 振 動 が 大 き い と 、 そ の 振 動 が ハ ン
ド ル を 介 し て 作 業 者 に 伝 わ っ て 扱 い 難 く な る た め 、 防 振 性 の 向 上 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 防 振 性 の 向 上 を 実 現 で き る チ ェ ー ン ソ ー を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る チ ェ ー ン ソ ー は 、 ソ ー チ ェ ー ン 駆 動 用 の エ ン ジ ン が 横 置 き に 収
納 さ れ た 本 体 と 、 前 記 本 体 の 上 方 に 設 け ら れ た ト ッ プ ハ ン ド ル と を 備 え 、 前 記 ト ッ プ ハ ン
ド ル に は 、 ソ ー チ ェ ー ン 潤 滑 用 の オ イ ル が 貯 蔵 さ れ る オ イ ル タ ン ク と 、 前 記 エ ン ジ ン の 燃
料 が 貯 蔵 さ れ る 燃 料 タ ン ク と が 一 体 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る チ ェ ー ン ソ ー は 、 前 記 ト ッ プ ハ ン ド ル は 、 作 業 者 に 把 持 さ れ る
把 持 部 と 、 把 持 部 の 一 方 か ら 折 曲 し て 下 方 に 延 設 さ れ た 第 １ 延 設 部 と 、 把 持 部 の 他 方 か ら
折 曲 し て 下 方 に 延 設 さ れ た 第 ２ 延 設 部 と を 備 え 、 第 １ 延 設 部 と 第 ２ 延 設 部 と の 間 に は 架 橋
部 が 架 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-176128 A 2007.7.12



　 従 来 の チ ェ ー ン ソ ー で は 、 エ ン ジ ン が 収 納 さ れ た 本 体 に 、 オ イ ル タ ン ク お よ び 燃 料 タ ン
ク が 配 置 さ れ て い た 。 こ れ に 対 し 、 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 重 量 の あ る オ イ ル タ ン ク お
よ び 燃 料 タ ン ク を ト ッ プ ハ ン ド ル に 一 体 に 設 け 、 振 動 部 の 発 生 源 で あ る 本 体 側 の 重 量 を 軽
く す る こ と に よ り 、 ト ッ プ ハ ン ド ル に 伝 達 さ れ る 振 動 を 減 ら し た の で 、 チ ェ ー ン ソ ー の 防
振 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 延 設 部 と 第 ２ 延 設 部 と の 間 に 架 橋 部 を 架 設 し て ト ッ プ ハ
ン ド ル の 剛 性 を 高 め た の で 、 よ り 一 層 チ ェ ー ン ソ ー の 防 振 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
〔 チ ェ ー ン ソ ー の 全 体 構 成 〕
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る チ ェ ー ン ソ ー １ の 全 体 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 チ ェ ー ン ソ ー
１ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
　 チ ェ ー ン ソ ー １ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 チ ェ ー ン 部 ２ と 、 本 体 ３ と 、 本 体 ３ を 支 持
す る ハ ン ド ル ４ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
　 こ こ で 、 図 １ に お い て 、 ガ イ ド バ ー ２ ０ の 突 設 方 向 を 前 後 方 向 と し 、 こ の 前 後 方 向 に 対
し 上 下 に 直 交 す る 方 向 を 上 下 方 向 、 左 右 に 直 交 す る 方 向 を 左 右 方 向 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 チ ェ ー ン 部 ２ は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 平 板 状 の ガ イ ド バ ー ２ ０ と 、 ガ イ ド バ ー ２ ０
の 周 囲 に 巻 き 回 さ れ た ソ ー チ ェ ー ン ２ １ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
　 本 体 ３ は 、 本 体 ケ ー ス ３ Ａ と 、 ガ イ ド バ ー ２ ０ を 挟 む よ う に 本 体 ケ ー ス ３ Ａ の 右 側 に 取
り 付 け ら れ る ケ ー ス カ バ ー ３ Ｂ と 、 本 体 ケ ー ス ３ Ａ の 左 側 に 取 り 付 け ら れ る ケ ー ス カ バ ー
３ Ｃ と で 覆 わ れ る 。 本 体 ケ ー ス ３ Ａ の 内 部 に は 、 ソ ー チ ェ ー ン ２ １ 駆 動 用 の エ ン ジ ン ５ が
配 置 さ れ 、 ケ ー ス カ バ ー ３ Ｂ の 前 部 上 方 に は 、 ハ ン ド ガ ー ド ３ １ が 設 け ら れ 、 ケ ー ス カ バ
ー ３ Ｃ に は 、 リ コ イ ル ス タ ー タ の ハ ン ド ル ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ハ ン ド ル ４ は 、 本 体 ３
の 上 方 に 配 置 さ れ た サ イ ド ハ ン ド ル ４ ０ と 、 ト ッ プ ハ ン ド ル ４ １ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
〔 エ ン ジ ン の 構 成 〕
　 図 ３ は 、 本 体 ３ の 断 面 図 、 図 ４ は 、 図 ３ の Ｂ ― Ｂ 線 断 面 図 、 図 ５ は 、 図 ３ の Ｃ ― Ｃ 線 断
面 図 で あ る 。 た だ し 、 特 に エ ン ジ ン ５ に つ い て は 断 面 せ ず に そ の ま ま に し て あ る 。
　 エ ン ジ ン ５ は 、 層 状 掃 気 型 の ２ サ イ ク ル エ ン ジ ン で あ っ て 、 シ リ ン ダ ５ １ 上 部 の イ ン シ
ュ レ ー タ 取 付 部 ５ ２ に 開 口 し た 混 合 気 ポ ー ト ５ ２ ０ か ら 混 合 気 を 吸 気 し 、 空 気 ポ ー ト ５ ２
１ か ら 掃 気 用 空 気 を 吸 入 す る 。 そ し て 、 シ リ ン ダ ５ １ に お い て 、 こ れ ら 混 合 気 ポ ー ト ５ ２
０ お よ び 空 気 ポ ー ト ５ ２ １ と 対 向 す る 部 分 に 形 成 さ れ た 下 方 の 排 気 ポ ー ト ５ ５ か ら 排 気 ガ
ス を 排 出 す る 。 つ ま り 、 エ ン ジ ン ５ は 、 混 合 気 お よ び 掃 気 用 空 気 の 吸 気 方 向 と 、 排 気 ガ ス
の 排 気 方 向 と が 、 上 下 方 向 に 略 一 直 線 上 に 並 ぶ よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 混 合 気 の 吸
気 方 式 は 、 ピ ス ト ン 側 面 部 で 混 合 気 ポ ー ト ５ ２ ０ の 開 閉 を 行 っ て 吸 気 す る ピ ス ト ン バ ル ブ
方 式 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な エ ン ジ ン ５ は 、 シ リ ン ダ 横 置 き の 姿 勢 で 本 体 ケ ー ス ３ Ａ 内 に 収 納 さ れ て い る
。 つ ま り 、 エ ン ジ ン ５ は 、 本 体 ケ ー ス ３ Ａ 内 の 略 中 央 に 配 置 さ れ た ク ラ ン ク ケ ー ス ５ ０ か
ら 、 シ リ ン ダ ５ １ を 後 方 に 向 け て 若 干 下 向 き に 寝 か せ た 姿 勢 と な っ て い る 。 本 実 施 形 態 で
は 、 ガ イ ド バ ー ２ ０ の 延 出 方 向 に 対 す る シ リ ン ダ ５ １ の 軸 線 の 傾 斜 角 度 α が 、 約 ２ ５ 度 と
な っ て い る 。 ま た 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド ５ ３ の 上 死 点 側 の 端 部 に は 、 プ ラ グ ５ ４ が 、 本 体 ケ ー
ス ３ Ａ か ら 後 部 上 方 に 突 出 す る よ う に し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 エ ン ジ ン ５ に 設 け ら れ た 排 気 ポ ー ト ５ ５ に は 、 エ ン ジ ン ５ の 下 方 に 配 置 さ れ た マ フ ラ ー
６ へ 排 気 ガ ス を 送 る 排 気 管 ５ ５ Ａ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 排 気 管 ５ ５ Ａ は 、 湾 曲 し て 形 成
さ れ る こ と で 、 エ ン ジ ン ５ か ら 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス が 、 滑 ら か に マ フ ラ ー ６ に 送 り 込 ま れ

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-176128 A 2007.7.12



る よ う に な っ て お り 、 エ ン ジ ン ５ の 排 気 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 ク ラ ン ク 軸 の 右 端 側 （ 図 ４ 中 上 側 ） に は 、 遠 心 ク ラ ッ チ ５ ６ と
、 こ の 遠 心 ク ラ ッ チ ５ ６ を 介 し て ソ ー チ ェ ー ン ２ １ を 回 転 駆 動 さ せ る ス プ ロ ケ ッ ト ５ ７ と
、 ス プ ロ ケ ッ ト ５ ７ の 内 側 に オ イ ル ポ ン プ ５ ８ と が 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 ク ラ ン ク 軸 の 左 端 側 （ 図 ５ 中 右 側 ） に は 、 エ ン ジ ン ５ 冷 却 用 の
フ ァ ン ５ ９ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
〔 フ ァ ン の 構 成 〕
　 フ ァ ン ５ ９ は 、 円 盤 状 の フ ラ ン ジ 部 ５ ９ １ の 内 側 に 設 け ら れ た イ ン ナ ー ブ レ ー ド ５ ９ ２
と 、 外 側 に 設 け ら れ た ア ウ タ ー ブ レ ー ド ５ ９ ３ と を 備 え て い る 。 こ こ で 、 内 側 に 設 け ら れ
た イ ン ナ ー ブ レ ー ド ５ ９ ２ は 、 主 に 本 体 ケ ー ス ３ Ａ 下 部 に 形 成 さ れ た 図 示 し な い ス リ ッ ト
か ら 空 気 を 吸 入 し て エ ン ジ ン ５ 等 へ 冷 却 風 を 送 り 、 外 側 に 設 け ら れ た ア ウ タ ー ブ レ ー ド ５
９ ３ は 、 主 に ケ ー ス カ バ ー ３ Ｃ に 形 成 さ れ た 図 示 し な い ス リ ッ ト か ら 空 気 を 吸 入 し て 冷 却
風 を 送 る 。 こ の よ う に 、 フ ァ ン ５ ９ の 内 側 に イ ン ナ ー ブ レ ー ド ５ ９ ２ を 設 け た の で 、 冷 却
風 を よ り 多 く 送 る こ と が で き て エ ン ジ ン ５ の 冷 却 効 率 を 向 上 で き る 。 こ の フ ァ ン ５ ９ に よ
る 冷 却 風 は 、 シ リ ン ダ ５ １ の 下 方 を 通 っ て 図 ６ の マ フ ラ ー ６ 側 の 外 気 導 入 口 ６ ３ ３ に も 送
ら れ る 。 　
【 ０ ０ １ ７ 】
〔 マ フ ラ ー の 構 成 〕
　 図 ６ は 、 マ フ ラ ー ６ の 断 面 図 、 図 ７ は 、 マ フ ラ ー ６ 内 の 構 造 を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ る 。
　 マ フ ラ ー ６ は 、 図 ３ に も 示 さ れ る よ う に 、 エ ン ジ ン ５ の 下 方 か ら 前 方 に か け て 形 成 さ れ
た 本 体 ケ ー ス ３ Ａ の 内 部 空 間 に 収 納 さ れ て お り 、 本 体 ケ ー ス ３ Ａ の 内 面 に 沿 っ た 底 面 ６ Ａ
と 、 シ リ ン ダ ５ １ の 傾 斜 角 度 α と 略 等 し い 傾 斜 角 度 で 傾 斜 し て い る 上 面 ６ Ｂ と を 備 え た 箱
状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 マ フ ラ ー ６ 内 部 に は 、 排
気 管 ５ ５ Ａ と 連 結 す る 第 １ 消 音 室 ６ ０ が 設 け ら れ て い る 。 第 １ 消 音 室 ６ ０ の 上 部 に は 、 仕
切 板 ６ １ が は め 込 ま れ て い る 。 仕 切 板 ６ １ は 、 シ リ ン ダ ５ １ の 傾 斜 角 度 と 略 等 し い 傾 斜 角
度 α で 前 側 上 方 に 傾 斜 し て お り 、 第 １ 消 音 室 ６ ０ の 外 側 に は 、 こ の 仕 切 板 ６ １ か ら 下 方 の
空 間 で あ る 第 ２ 消 音 室 ６ ２ と 、 上 方 の 空 間 で あ る 第 ３ 消 音 室 ６ ３ と が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ 消 音 室 ６ ０ は 、 前 方 に 長 く 形 成 さ れ 、 前 面 ６ ０ ３ の 上 部 お よ び 下 部 に 、 第 １ 消 音 室
６ ０ と 第 ２ 消 音 室 ６ ２ と を 連 通 す る 第 １ 送 出 口 ６ ０ ４ を 備 え て い る 。 仕 切 板 ６ １ の 後 方 右
側 に は 、 第 ２ 消 音 室 ６ ２ と 第 ３ 消 音 室 ６ ３ と を 連 通 す る 第 ２ 送 出 口 ６ ２ ４ が 設 け ら れ て い
る 。 ま た 、 第 ３ 消 音 室 ６ ３ の 上 面 ６ Ｂ に は 、 上 方 に 突 出 し て 後 方 に 開 口 し た 外 気 導 入 口 ６
３ ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 外 気 導 入 口 ６ ３ ３ に は 、 フ ァ ン ５ ９ に よ っ て 送 ら れ て き た 冷
却 風 が 流 入 す る 。 ま た 、 第 ３ 消 音 室 ６ ３ の 前 端 側 の 下 面 に お い て 、 第 ２ 消 音 室 ６ ２ か ら 突
出 し た 部 分 に 排 出 口 ６ ３ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 排 出 口 ６ ３ ４ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う
に 、 オ イ ル タ ン ク ４ ３ １ 下 面 と マ フ ラ ー ６ 上 面 と の 間 に 形 成 さ れ た 排 気 開 口 ６ ４ ０ と 連 通
し て い る 。
　 以 上 の 構 成 か ら 、 排 気 管 ５ ５ Ａ か ら 送 ら れ て き た 排 気 ガ ス は 、 ま ず 、 第 １ 消 音 室 ６ ０ を
前 方 に 進 み 第 １ 送 出 口 ６ ０ ４ を 通 っ て 第 ２ 消 音 室 ６ ２ へ 入 っ て い く 。 そ し て 、 第 ２ 消 音 室
６ ２ の 前 面 に 当 た っ て 反 転 し 、 底 面 ６ Ａ に 沿 っ て 後 方 に 進 み 、 第 ２ 送 出 口 ６ ２ ４ を 通 っ て
第 ３ 消 音 室 ６ ３ へ 入 っ て い く 。 そ し て 、 外 気 導 入 口 ６ ３ ３ か ら 流 入 し た 冷 却 風 と 混 合 し て
排 出 口 ６ ３ ４ か ら 出 た 後 に 排 気 開 口 ６ ４ ０ を 通 っ て 外 部 へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 第 ３ 消 音 室 ６ ３ の 上 面 ６ Ｂ に は 外 気 導 入 口 ６ ３ ３ が 設 け ら れ 、 フ ァ ン ５ ９ か ら
送 ら れ て き た 冷 却 風 が 流 入 し て 排 気 ガ ス と 混 合 す る の で 、 排 気 ガ ス を 冷 却 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 マ フ ラ ー ６ が エ ン ジ ン ５ の 下 方 に 配 置 さ れ 、 排 出 口 ６ ３ ４ が マ フ ラ ー ６ 前 端 部
に 設 け ら れ て い る こ と で 、 排 気 ガ ス を 本 体 ３ の 前 方 へ 排 出 で き 、 マ フ ラ ー ６ か ら の 排 気 音
も 前 方 に 伝 播 さ せ 、 作 業 者 に 聞 こ え 難 く で き る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
〔 ハ ン ド ル の 全 体 構 成 〕 　
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 ハ ン ド ル ４ の サ イ ド ハ ン ド ル ４ ０ は 、 一 端 が ト ッ プ
ハ ン ド ル ４ １ に 連 結 さ れ 、 他 端 が ケ ー ス カ バ ー ３ Ｃ 下 部 と 図 示 し な い 連 結 ば ね で 連 結 さ れ
て い る 。 こ の よ う に 、 ハ ン ド ル ４ は 、 ト ッ プ ハ ン ド ル ４ １ と ケ ー ス カ バ ー ３ Ｃ 下 部 と に 架
橋 さ れ た サ イ ド ハ ン ド ル ４ ０ を 備 え て い る の で 、 作 業 者 は 一 方 の 手 で ト ッ プ ハ ン ド ル ４ １
を 把 持 し 、 他 方 の 手 で サ イ ド ハ ン ド ル ４ ０ を 把 持 す る こ と で 、 し っ か り と チ ェ ー ン ソ ー １
を 操 作 す る こ と が 可 能 と な り 、 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 ハ ン ド ル ４ は 、
安 定 し た 支 持 状 態 を 得 る た め 、 サ イ ド ハ ン ド ル ４ ０ 他 端 と ケ ー ス カ バ ー ３ Ｃ と の 連 結 部 を
含 む 少 な く と も ３ 箇 所 以 上 で 、 本 体 ３ と 図 示 し な い 連 結 ば ね で 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 ト ッ プ ハ ン ド ル ４ １ は 、 作 業 者 に 把 持 さ れ る 把 持 部 ４ ２ と 、 把
持 部 ４ ２ の 前 方 か ら 下 方 に 折 曲 し て 延 設 さ れ た 第 １ 延 設 部 ４ ３ と 、 把 持 部 ４ ２ の 後 方 か ら
下 方 に 折 曲 し て 延 設 さ れ た 第 ２ 延 設 部 ４ ４ と 、 第 １ 延 設 部 ４ ３ お よ び 第 ２ 延 設 部 ４ ４ の 間
に 架 設 さ れ た 架 橋 部 ４ ０ １ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ８ は 、 ト ッ プ ハ ン ド ル ４ １ の 断 面 図 で あ る 。
　 図 ２ お よ び 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 把 持 部 ４ ２ に は 、 エ ン ジ ン ５ の 出 力 を 調 整 す る ス ロ
ッ ト ル レ バ ー ４ ２ ２ と 、 ス ロ ッ ト ル レ バ ー ４ ２ ２ の 動 き を 規 制 す る ス ト ッ パ ー ４ ２ １ と が
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ 延 設 部 ４ ３ は 、 中 空 の 支 持 部 ４ ３ ０ と 、 支 持 部 ４ ３ ０ の 下 端 に 一 体 に 設 け ら れ た オ
イ ル タ ン ク ４ ３ １ と を 備 え 、 マ フ ラ ー ６ の 上 方 に 配 置 さ れ る 。 支 持 部 ４ ３ ０ に は 、 サ イ ド
ハ ン ド ル ４ ０ の 一 端 が 取 り 付 け ら れ て い る 。 オ イ ル タ ン ク ４ ３ １ は 、 左 側 に 張 り 出 し た 膨
出 部 ４ ３ １ ０ を 備 え て い る 。 こ の 膨 出 部 ４ ３ １ ０ の 先 端 部 分 に は 、 ソ ー チ ェ ー ン ２ １ 潤 滑
用 の オ イ ル を 貯 蔵 す る た め の オ イ ル 供 給 口 ４ ３ １ １ が 設 け ら れ て い る 。 オ イ ル は 、 図 ２ に
示 さ れ る よ う に 、 前 述 し た オ イ ル ポ ン プ ５ ８ に よ っ て オ イ ル チ ュ ー ブ ５ ８ ０ ， ５ ８ ２ を 通
っ て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ５ ０ と 一 体 の ガ イ ド バ ー 取 付 部 ３ ０ １ Ａ の 外 側 へ 送 ら れ 、 ソ ー チ ェ
ー ン ２ １ に 給 油 さ れ る 。 ま た 、 膨 出 部 ４ ３ １ ０ の 後 方 に 向 か っ て 延 出 し た 部 分 に は 、 架 橋
部 ４ ０ １ の 一 端 が 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ２ 延 設 部 ４ ４ は 、 ハ ン ド ル ケ ー ス 部 ４ ４ ０ と 、 燃 料 タ ン ク ４ ４ ３ と を 備 え 、 エ ン ジ ン
５ の 後 部 上 方 に 配 置 さ れ る 。
　 ハ ン ド ル ケ ー ス 部 ４ ４ ０ は 、 把 持 部 ４ ２ と 連 続 し 、 そ の 内 部 に キ ャ ブ レ タ ７ が 設 け ら れ
て い る 。 キ ャ ブ レ タ ７ ま わ り の 構 造 に つ い て は 、 詳 し く は 後 述 す る の で 、 こ こ で の 説 明 は
省 略 す る 。 ま た 、 ハ ン ド ル ケ ー ス 部 ４ ４ ０ の 下 部 に は 、 架 橋 部 ４ ０ １ の 他 端 が 接 合 さ れ て
い る 。 燃 料 タ ン ク ４ ４ ３ は 、 第 ２ 延 設 部 ４ ４ の 右 側 か ら 下 方 に か け て 一 体 に 設 け ら れ て い
る 。 ま た 、 燃 料 タ ン ク ４ ４ ３ の 下 側 に は 、 燃 料 供 給 口 ４ ４ ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 燃 料 は
、 図 示 し な い 燃 料 チ ュ ー ブ に よ っ て 、 キ ャ ブ レ タ ７ に 送 ら れ る 。 　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 本 体 ３ と ト ッ プ ハ ン ド ル ４ １ と は 連 結 ば ね で 連 結 さ れ て
、 本 体 か ら ト ッ プ ハ ン ド ル ４ １ へ の 振 動 の 伝 達 が 抑 え ら れ て い る 。 そ し て 、 重 量 の あ る オ
イ ル タ ン ク ４ ３ １ 、 お よ び 燃 料 タ ン ク ４ ４ ３ を ト ッ プ ハ ン ド ル ４ １ に 一 体 に 設 け 、 振 動 部
の 発 生 源 で あ る 本 体 ３ 側 の 重 量 を 軽 く す る こ と に よ り 、 ト ッ プ ハ ン ド ル ４ １ に 伝 達 さ れ る
振 動 を 減 ら し た の で 、 チ ェ ー ン ソ ー １ の 防 振 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 し か も 、 重 量
の あ る オ イ ル タ ン ク ４ ３ １ 、 お よ び 燃 料 タ ン ク ４ ４ ３ を 把 持 部 ４ ２ の 前 後 に 位 置 す る 第 １
延 設 部 ４ ３ 、 お よ び 第 ２ 延 設 部 ４ ４ に 一 体 に 設 け た の で 、 重 量 の バ ラ ン ス が と れ 操 作 性 を
よ り 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 第 １ 延 設 部 ４ ３ と 第 ２ 延 設 部 ４ ４ と の 間 に 、 架 橋 部 ４ ０ １ を 架 設 し て ト ッ プ ハ ン
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ド ル ４ １ の 剛 性 を 高 め た の で 、 チ ェ ー ン ソ ー １ の 操 作 性 お よ び 防 振 性 を 一 層 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
〔 キ ャ ブ レ タ ま わ り の 構 造 〕
　 図 ９ は 、 キ ャ ブ レ タ ７ ま わ り の 構 造 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
　 キ ャ ブ レ タ ７ の 後 ろ （ 図 ８ の 後 方 斜 面 下 側 ） に は 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 エ ン ジ ン ５
側 の 連 結 部 材 ７ ０ を 介 し て 空 気 量 調 整 機 ７ １ が 取 り 付 け ら れ る 。 こ の 空 気 量 調 整 機 ７ １ の
空 気 通 路 ７ １ ５ 内 に は 、 図 示 し な い エ ア バ ル ブ が 設 け ら れ 、 エ ア バ ル ブ は 、 空 気 量 調 整 機
７ １ の 横 側 に 設 け ら れ た エ ア バ ル ブ 調 整 片 ７ １ ２ に よ っ て 開 閉 さ れ る 。 エ ア バ ル ブ 調 整 片
７ １ ２ は 、 キ ャ ブ レ タ ７ に 設 け ら れ た ス ロ ッ ト ル バ ル ブ 調 整 片 ７ Ａ と ワ イ ヤ ー 等 の 連 結 手
段 で 連 結 さ れ る 。 こ の キ ャ ブ レ タ ７ に 設 け ら れ た ス ロ ッ ト ル バ ル ブ 調 整 片 ７ Ａ は 、 ス ロ ッ
ト ル レ バ ー ４ ２ ２ と ワ イ ヤ ー ４ ２ ２ ０ （ 図 ８ ） を 介 し て 連 結 さ れ 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ７ Ｂ
を 開 閉 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 こ れ ら キ ャ ブ レ タ ７ お よ び エ ア バ ル ブ の 上 方 に は 、 エ ア ク リ ー ナ ７ ３ が 取 り 付 け
ら れ 、 下 方 に は 、 イ ン シ ュ レ ー タ ７ ２ が 取 り 付 け ら れ る 。 イ ン シ ュ レ ー タ ７ ２ は 、 鉄 製 の
プ レ ー ト ７ ２ ２ に 取 り 付 け ら れ た 混 合 気 通 路 ７ ２ ０ と 、 混 合 気 通 路 ７ ２ ０ の 後 ろ 側 （ 図 ８
の 後 方 斜 面 下 側 ） に 位 置 す る よ う に 鉄 製 の プ レ ー ト ７ ２ ２ に 取 り 付 け ら れ た 空 気 通 路 ７ ２
１ と を 備 え 、 組 立 て 時 に エ ン ジ ン ５ の イ ン シ ュ レ ー タ 取 付 部 ５ ２ （ 図 ４ ） と 連 結 さ れ る 。
そ し て 、 混 合 気 通 路 ７ ２ ０ は 、 キ ャ ブ レ タ ７ と 混 合 気 ポ ー ト ５ ２ ０ と を 連 通 し 、 混 合 気 を
エ ン ジ ン ５ へ 送 り 、 空 気 通 路 ７ ２ １ は 、 空 気 量 調 整 機 ７ １ と 空 気 ポ ー ト ５ ２ １ と を 連 通 し
、 掃 気 用 空 気 を エ ン ジ ン ５ へ 送 る 。
　 従 っ て 、 ス ロ ッ ト ル レ バ ー ４ ２ ２ の 動 作 に よ っ て 、 ス ロ ッ ト ル レ バ ー ４ ２ ２ と ワ イ ヤ ー
４ ２ ２ ０ を 介 し て 連 結 す る ス ロ ッ ト ル バ ル ブ 調 整 片 ７ Ａ に よ り 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ７ Ｂ を
開 閉 さ せ て 、 エ ン ジ ン ５ へ 送 る 混 合 気 量 を 調 整 で き る 。 ま た 、 ス ロ ッ ト ル レ バ ー ４ ２ ２ の
動 作 に よ っ て 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ 調 整 片 ７ Ａ と 連 結 す る エ ア バ ル ブ 調 整 片 ７ １ ２ に よ り 、
エ ア バ ル ブ を 開 閉 さ せ て 、 エ ン ジ ン ５ へ 送 る 掃 気 用 空 気 量 を 調 整 で き 、 エ ン ジ ン ５ の 出 力
を 調 整 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 イ ン シ ュ レ ー タ ７ ２ の 混 合 気 通 路 ７ ２ ０ お よ び 空 気 通 路 ７ ２ １ は 、 断 熱 性 有 す る
弾 性 素 材 か ら 形 成 さ れ 、 エ ン ジ ン ５ 側 か ら キ ャ ブ レ タ ７ へ の 伝 熱 を 抑 え る と と も に 、 振 動
を 吸 収 し て い る 。
　 つ ま り 、 本 体 ３ 側 で 振 動 が 生 じ て も 、 ハ ン ド ル ４ へ の 振 動 の 伝 達 が 弾 性 素 材 か ら な る 連
結 ば ね で 吸 収 さ れ る の と 同 様 に 、 弾 性 素 材 か ら な る 混 合 気 通 路 ７ ２ ０ お よ び 空 気 通 路 ７ ２
１ で 吸 収 さ れ る た め 、 キ ャ ブ レ タ ７ へ の 振 動 、 ひ い て は 、 キ ャ ブ レ タ ７ を 介 し て の ハ ン ド
ル ４ へ の 振 動 も 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 目 的 を 達 成 で き る
他 の 構 成 要 件 等 を 含 み 、 以 下 に 示 す よ う な 変 形 等 も 本 発 明 に 含 ま れ る 。
　 前 記 実 施 形 態 で は 、 キ ャ ブ レ タ ７ は 、 ト ッ プ ハ ン ド ル ４ １ 内 に 収 納 さ れ て い た が 、 本 体
ケ ー ス ３ Ａ 内 に 収 納 さ れ て も よ い 。 そ し て 、 キ ャ ブ レ タ ７ が 収 納 さ れ て い た 空 間 に は 、 燃
料 タ ン ク ４ ４ ３ が 配 置 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 で も 、 燃 料 タ ン ク ４ ４ ３ は 、 ト ッ プ ハ ン ド
ル ４ １ に 一 体 に 設 け ら れ る の で 、 前 記 実 施 形 態 と 同 様 な 構 成 に よ り 同 様 な 効 果 を 得 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 混 合 気 の 吸 入 方 式 は 、 シ リ ン ダ ５ １ に 混 合 気 ポ ー ト ５ ２ ０ が
設 け ら れ 、 ピ ス ト ン 側 面 で 混 合 気 の 吸 気 を コ ン ト ロ ー ル す る ピ ス ト ン バ ル ブ 方 式 と な っ て
い た が 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ５ ０ に 混 合 気 ポ ー ト ５ ２ ０ を 設 け 、 リ ー ド バ ル ブ に よ っ て 混 合 気
の 吸 気 を コ ン ト ロ ー ル す る リ ー ド バ ル ブ 方 式 を と っ て も よ い 。 ま た 、 層 状 掃 気 式 の ２ サ イ
ク ル エ ン ジ ン で な く て も よ い 。
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　 さ ら に 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド バ ー ２ ０ の 延 出 方 向 に 対 す る シ リ ン ダ ５ １ の 軸 線 の
傾 斜 角 度 α が 、 約 ２ ５ 度 と な っ て い た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 エ ン ジ ン ５ が 、 ク ラ ン ク ケ ー ス
５ ０ か ら シ リ ン ダ ５ １ を 後 方 に 向 け て 若 干 下 向 き に 寝 か せ た 姿 勢 、 つ ま り 、 シ リ ン ダ 横 置
き の 姿 勢 で 本 体 ３ 内 に 収 納 さ れ る な ら ば 、 傾 斜 角 度 α は 何 度 で も よ い 。
　 ハ ン ド ル ４ と 本 体 ３ と を 連 結 す る 部 材 と し て 連 結 ば ね を 用 い た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 弾 性
を 有 し 、 ハ ン ド ル ４ と 本 体 ３ と を 確 実 に 連 結 支 持 で き る も の で あ れ ば よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 は 、 小 型 の チ ェ ー ン ソ ー に 好 適 に 利 用 す る こ と が で き る 。 　 　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る チ ェ ー ン ソ ー の 全 体 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 前 記 実 施 形 態 に 係 る チ ェ ー ン ソ ー の 分 解 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 前 記 実 施 形 態 に 係 る 本 体 の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 前 記 実 施 形 態 に 係 る チ ェ ー ン ソ ー の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 前 記 実 施 形 態 に 係 る チ ェ ー ン ソ ー の 断 面 図 。
【 図 ６ 】 前 記 実 施 形 態 に 係 る マ フ ラ ー の 断 面 図 。
【 図 ７ 】 前 記 実 施 形 態 に 係 る マ フ ラ ー 内 の 構 造 を 示 す 断 面 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 前 記 実 施 形 態 に 係 る ト ッ プ ハ ン ド ル の 断 面 図 。
【 図 ９ 】 前 記 実 施 形 態 に 係 る キ ャ ブ レ タ ま わ り の 構 造 を 示 す 分 解 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ … チ ェ ー ン ソ ー 、 ３ … 本 体 、 ５ … エ ン ジ ン 、 ２ １ … ソ ー チ ェ ー ン 、 ４ １ … ト ッ プ ハ ン
ド ル 、 ４ ２ … 把 持 部 、 ４ ３ … 第 １ 延 設 部 、 ４ ４ … 第 ２ 延 設 部 、 ４ ０ １ … 架 橋 部 、 ４ ３ １ …
オ イ ル タ ン ク 、 ４ ４ ３ … 燃 料 タ ン ク 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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